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天敵として期待されるコモリグモ類

研究成果　環境保全型水田の生き物の実態４

「耕起－入水－代かき」といった一連の田植え準備作業が始まる前の春期の水田は、
①耕起されて植物がない状態、②耕起はされずにスズメノテッポウが多く自生する状態、
③耕起されずにレンゲが繁茂している状態のいずれかであることが多い。これら植生の
異なる水田においてそれぞれのコモリグモ類の個体数を調査した。 　
その結果、レンゲの繁茂する水田は、スズメノテッポウの自生する水田や耕起による
無植生の水田に比べてコモリグモ類の生息密度が高かった。また、レンゲの自生する水
田内には、コモリグモ類の餌生物と推察されるアブラムシやアリ、コウチュウ類など様々
な昆虫が生息していることが観察された。一方、無植生ではこれらの昆虫はほとんど見
られなかった。 　
これらのことから、春期においてレンゲが繁茂している状態の水田は、他の植生の水
田に比べて餌環境が好適であり、コモリグモ類の個体数を維持する環境であると考えら
れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松野和夫）

近年、畑地では肥料成分による環境負荷が問題となっている。一方、水田のもつ重要
な機能の一つに水質浄化機能があることが知られている。水田にかんがいされた水の窒
素は除去され、pH は中性に保たれる。本プロジェクトでは、このような水田の水質浄
化能力を積極的に活用し、模式図のように上流から流れてくる水を水田を使って浄化し、
河川に入る水の水質を保全する技術を検討した。 　
畑地は台地上に位置することが多く、台地直下にある棚田は水質浄化の場として特に
重要である。そこで棚田の水収支を調査したところ、作付期間中の用水のうち、水尻か
ら排水された割合は 10％であり、残りの水は蒸発散か地下へ浸透していることが明ら
かとなった。調査地付近の平坦地水田では水尻から排出される水の割合は 75％であり
（戸田 ,1995） 、棚田では地下への浸透割合が高いことが示唆される。また、棚田の窒
素濃度を調査したところ、地下浸透する水の中の窒素濃度は極めて低く、地下への浸透
割合が高い棚田では窒素の浄化率が高い可能性が示された。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋智紀）

水稲害虫の重要な天敵と考えられているコモリグモ類を利用して害虫密度を抑制しようとする場合、
水稲作付け前のクモの初期密度を維持することは非常に重要であると考えられる。
水稲作付け前の水田の状態は管理方法によって様々であることから、田植え前の植生の異なる水田に

おいて、コモリグモ類の発生状況を調査し、コモリグモ類の個体数を維持するほ場管理の方法を検討した。

研究成果　水田の水質浄化機能の活用１

水田・休耕田のもつ重要な機能の一つに水質浄化機能がある。本プロジェクトでは、棚田の水収支が
見積もられ、水を張った休耕田の水質浄化能力が営農水田と同等かそれ以上であることが明らかとなった。
また、水田を利用した水質浄化技術が提案され、環境支払いのメニューとして認定された。
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春期（3月）におけるコモリグモ類の
植生別の発生程度

水田を用いた水質浄化の模式図

レンゲの水田はコモリグモ類が多くなる　― 春期のコモリグモ類の生息地  ― 水田の水質浄化能力と棚田の特徴 　― 水田の水質浄化機能  ―

地下へ浸透水尻からの排水

棚田での水尻からの排水と地下への浸透
水での窒素浄化率の比較（水尻からの排
水は 1.5ha の棚田の最終的な排水口にお
ける除去率）

畑が分布する台地からの流下水が水田で浄化され、
河川へと注がれる。浄化の主体は水田にすむ土壌微
生物による窒素除去（脱窒）である。
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